請願・陳情の取り扱いについて
平成２２年９月３日
平成２４年１月４日改正

（現行）
１　請願書の処理

　当該定例会の一般質問通告書の締切時間までに受理した請願は、次の議会運営委員会で確認後、本会議で紹介議員が説明し、質疑の後に関係委員会に付託する。
２　陳情書の処理

　　本会議には上程せず、その写しを全議員に配布する。

（改正案）

１　請願の処理

　　現行どおりとする。

２　陳情書の処理

　　当面は、以下により取り扱うこととし、状況を見て再度検討する。

(1) 持参による締切りについては、請願書と同じとする。

(2) 郵送については、従前どおり写しを議員配布とする。

(3) 締切り後最初の議会運営委員会で、陳情書を審査すべき委員会を決定し、送付する。併せて、所管の委員会を記した写しを、全議員に配布する。
(4) 送付された陳情書の審査は委員会のみで行い、本会議には上程しない。（委員長報告はしない。）
(5) 委員会の審査では、次のいずれの処置をとるべきかを決定する。
ア　本市の当該関係機関に善処方を求める。

イ　本市の当該関係機関に、議会に対して陳情があった旨を伝える。

ウ　各議員への配布に留める。
エ　ア、イ、ウいずれにも該当しないものについては、委員会で判断する。
(6) 委員会は、前項の決定事項を議長に報告し、議長は、その報告に基づき陳情者に文書回答するとともに、回答事項を全議員に報告する。

(7) 意見書を求める陳情書については、紹介議員を介して請願書と　　　　　

しての提出を陳情者に求める。そのまま提出された陳情書は、審査の対象外とし、従来どおりその写しを議員配付とする。
